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１

蕊1 蕊i 蕊燕誉謹ろは神 ★
神
戸
Ｊ
Ｃ
が
担
当
す
る
こ
の
中
央
祭
典
は
、
花
や
か
な
ク
イ
ー
ン
神
戸
の
披

露
と
代
表
ク
イ
ー
ン
に
御
木
本
パ
ー
ル
か
ら
の
素
晴
し
い
王
冠
が
ク
イ
ー
ン

の
頭
を
市
長
さ
ん
の
手
で
飾
り
ま
す
。

花
の
プ
リ
ン
セ
ス
や
に
ぎ
や
か
な
人
気
歌
手
の
登
場
で
一
だ
ん
と
当
日
は
ェ

★
兵
庫
地
区
メ
イ
ン
ひ
ろ
ぱ
湊
川
公
園
一
帯
陸
は
つ
ぴ
い
ひ
ろ
ば
と
各
づ
け

ら
れ
て
盆
踊
り
や
、
子
供
の
ひ
ろ
ば
な
ど
広
い
ス
ペ
ー
ス
い
つ
ぱ
い
に
カ
ラ

フ
ル
な
歌
と
踊
り
の
輪
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

一
戸
ま
つ
り
一

つ
ぴ
い
ひ
一
一
味
酔
○

ぱ キ
サ
イ
ト
●
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

★
小
曽
根
実
ト
リ
オ
が
新
し
い
神
戸
ソ
ン
グ
の
「
ラ
ッ
パ
ラ
ラ
ラ
神
戸
」
や

「
神
戸
ま
つ
り
音
頭
」
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
「
港
神
戸
」
と
い
う
新

曲
も
音
楽
の
森
で
披
露
さ
れ
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
圧
巻
は
打
上
花
火

の
華
麗
さ
。
須
磨
の
夜
空
を
こ
が
し
て
離
宮
公
園
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
な
公
園

が
水
と
光
の
祭
典
を
盛
り
あ
げ
室
す
。

;蕊鱗識鍵茅二
今
○
○
’
一
七
”
○

○
〃
ド
レ
ミ
の
つ
ど
い
“

子
供
の
ひ
ろ
ば
、
幼
児
コ

ー
ナ
ー

一
九
”
○
○
’
二
一
》
○

○〃
な
ん
ど
い
や
の
夕
べ
“

の
み
の
市
、
バ
ザ
ー
、
民

踊
、
仮
装
フ
ォ
ー
ク
、
ヘ

ア
シ
ョ
ー
な
ど
踊
り
の
広

場
。

★
新
し
い
六
甲
地
区
の
ひ
ろ
ぱ
は
六
甲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ひ
ろ
ば
と
名
付
け
ら
れ
て

王
子
陸
上
競
技
場
で
色
ど
り
ゆ
た
か
な
民
踊
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

謡謹晶一騨識¥ 調Ｉ

…蝉鶏

１
｜
お
ま
つ
り
広
．

吐
場

０２／５

一
八
：
○

○
Ｉ

東
遊
園
地

青
年
対
象
行
事

↑
匡
一
和

函
○
○

王
子
動
物
園

野
外
劇
場

少
年
対
象
行
事

中
央
祭
典

○一
’三

○
中
央
体
育
館

ク
イ
ー
ン
神
戸
披
露

代
表
ク
イ
ー
ン
決
定

ア
ー
、
・
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

行
事
名

時
間

場
所

内
容

言
月
日

5／20(土）

六
甲
フ
ァ

ミ
リ
ー
ひ

ろ
ば

王
子
陸
上
競

技
場
前
、
動

物
園
前
広
場

一
綜
市

民
踊
、
仮
装
な
ど

５／20(土）

須
磨
音
楽

の
森

一
七
酌
○

○
Ｉ

離
宮
公
園

子
供
み
こ
し
、
民
踊
、
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
、
ド
リ
ル
併

せ
て
打
上
花
火
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神
戸
ま
つ
り
が
港
ま
つ
り
と
一
緒
に
な
っ
た
な
か
で
、
港
の
パ
レ
ー
ド
は
伝

統
的
な
行
事
で
す
。

宝
剣
を
宮
崎
市
長
さ
ん
が
神
戸
大
橋
か
ら
海
上
安
全
を
祈
っ
て
投
げ
る
一
瞬

は
港
三
十
に
は
感
動
的
な
シ
ー
ン
で
す
。

そ
し
て
新
、
旧
ク
イ
ー
ン
の
プ
リ
ン
セ
ス
が
タ
グ
ボ
ー
ト
に
の
っ
て
港
の
船

々
に
ご
あ
い
さ
つ
し
ま
す
。

吟爽

〈
父
と
子
の
魚
釣
り
大
会
〉

< 囲碁大会〉

一
約
一
週
間

等
躍
梱
耐
近
壁
画

神
戸
ま
つ

り
パ
レ
ー

ド 神
戸
ま
つ
り
の
ム
ー
ド
を
盛
り
あ
げ
る
壁
画
を
街
の
あ
ち
こ
ち
に
神
戸
、
阪

神
間
に
住
む
絵
の
グ
ル
ー
プ
や
デ
ザ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
手
に
よ
っ
て
楽

し
い
ユ
ー
ー
ー
ク
な
壁
画
が
飾
ら
れ
ま
す
。
あ
あ
、
今
年
も
神
戸
ま
つ
り
が
や

っ
て
き
た
な
と
一
つ
一
つ
街
角
の
壁
画
を
観
る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
。

京
町
筋
一
帯

一
一
ハ
釦
一
一
一

○
、
４

フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド

剛

壁
画

／
土
５
く５／2 1（日）

ふ
る
さ
と
の
ま
つ
り
、
わ

か
も
の
の
ま
つ
り

馳
奉
地
球
鍾
仙
神
毒
鍵
哩
一

一
減
○
年
、
楠
公
行
列
も
一

一
○
二
一
一

○
Ｉ

神
戸
の
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
祭
り
は
若
も
の
や
芸
術
家
が
恩
い
つ
き
り
自
由

に
腎
空
の
下
で
作
品
や
、
ア
イ
デ
ア
を
発
揮
で
き
る
こ
と
で
す
。

束
遊
園
地
の
奇
バ
ツ
な
（
ザ
ー
ル
は
、
と
っ
て
も
オ
モ
シ
ロ
ク
い
ろ
い
ろ
相

手
に
な
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
討
論
し
た
り
、
こ
ん
な
と
き
で
な
く
っ
て

は
若
も
の
と
の
対
話
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

踊
る
阿
呆
に
観
る
阿
呆
、
同
じ
阿
呆
な
ら
踊
ら
に
や
ソ
ン
ソ
ン
と
い
う
言
莱

ど
お
り
、
こ
こ
は
サ
ン
バ
の
競
演
で
す
も
古
谷
充
や
ボ
ン
ゴ
の
古
谷
さ
ん
な

ど
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
ム
ー
ド
を
サ
ン
バ
で
踊
り
ま
す
。

水
着
シ
ョ
ウ
の
お
嬢
さ
ん
も
陽
気
に
踊
る
し
、
こ
こ
は
若
も
の
ひ
ろ
ぱ
、
各

国
の
船
員
さ
ん
も
集
蛍
ろ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ひ
ろ
ば
。

あ
な
た
も
輪
の
な
か
に
入
っ
て
／
観
る
ア
ホ
ー
で
は
ア
キ
マ
ヘ
ン
。

二
十
一
日
の
一
大
メ
ー
ン
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
と
の
パ
レ
ー
ド
。

今
年
は
湊
川
神
社
の
お
わ
た
り
も
、
合
流
し
て
、
神
戸
ら
し
く
、
世
界
の
ま

つ
り
、
ふ
る
さ
と
の
ま
つ
り
、
若
も
の
の
ま
つ
り
な
ど
が
混
然
と
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
を
流
し
ま
す
。
ミ
ッ
ク
ス
コ
ウ
ベ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
レ
ー
ド
。
観
る

だ
け
で
な
く
て
あ
な
た
も
参
加
な
さ
い
ま
せ
ん
か
？

５／21 (日）
坐
港
の

パ
レ

ド

八
釦
○
○

ボ
ー
．
．
、
‐
タ
ー

ミ
ナ
ル

神
戸
大
橋

八
叩
○
○
１
九
恥
○
○
港

繁
栄
海
上
安
全
祈
願
祭

九
》
○
○
’
一
（
）
壷
○
○

海
上
パ
レ
ー
ド
、
タ
グ
ボ

．
‐
卜
七
隻
シ
ア
ト
ル
、
マ

ル
セ
イ
ユ
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
の
各
港
湾
関
係
者
も
参

加
。
新
旧
ク
イ
ー
ン
神

戸
、
花
の
プ
リ
ン
セ
ス
ら

醇
恥
姉
民
見
学
船
四
隻
五

５／2 ０
(土）
青
年
広
場
一
｛
ハ
”
（

○
Ｉ

噴
水
広
場

実パパ
ン
ド
競
演
、
ゴ
ー
ゴ
・
・

ザ
，
ル
な
ど
二
一
日
も

施

５／2 ０
(土）
芸
術
広
場

東
遊
園
地

学
美
述
作
品
展
、
前
術
芸

術
、
パ
ザ
ー
ル
な
ど

神戸
っ子
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ブ
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5１
１
５

１ｔ，′
ｰW罰う 妃『

ｿｿｿグ

矛毎 〃〃
。

第
２
回
神
戸
ま
つ
り
各
区
協
賛
行
事

＝夕

＝＝

。

膜膜
ＰＰ

< ミス神戸港のパレード〉

生
田
区

フ
ァ
ミ
リ
ー
登
山
の

今
雪生

田
繁
栄
・
交
通
安

全
祈
願
祭

仮
装
パ
レ
ー
ド

神
戸
ま
つ
り

パ
レ
ー
ド

演
芸
大
会

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

各
地
区
ご
と
の
行
事

元
町
百
年
祭

神
戸
ま
つ
り
音
頭
誹

習
会

５５５５５
／／／／／
2 ０２０２０２０１４

諏
訪
山
公
団
１

膳
法
ケ
原

生
田
神
社

走
錘
前
ｌ
生
田

生
田
神
社
周
辺

生
田
神
社
坑
内

蕊
合
区

区
民
芸
能
大
会

児
童
の
大
会

痔
誰
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

筆
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

鉾
合
パ
レ
ー
ド

区
民
早
朝
登
山
大
会

小
学
校
児
翫
絵
画
展

奉
賛
祈
願
奉
納
舞
踊

５未５５５５５
／／／／／／
２０定２１２０１６１４１４

公
会
堂

放
塚
児
童
館

未
定

神
戸
ポ
ー
ト
レ

ー
ン

区
内
一
円

磨
耶
山
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス

枢
鍛
錨
・
樫
内

区
内
五
神
社

灘
区

神
戸
ま
つ
り
音
頭
普

及
講
習
会

民
踊
ま
つ
り

狸
パ
レ
ー
ド

地
区
対
抗
区
民
運
動

今
雪区

民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

今
室区

民
卓
球
リ
ー
グ
大

今
室

区
内
一
○
ケ
所

東
瀧
区

登
山
大
会

民
踊
大
会

詩
吟
大
会

短
歌
大
会

囲
碁
大
会

連
合
婦
人
会
遮
動
会

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

甲
南
地
区
仮
装
民
踊

パ
レ
ー
ド

５５

¥/櫛"；""’2 １２６５
六
甲
山

御
影
公
会
堂

ﾒ ﾀ 〃〃未
定

中
央
体
育
館

甲
南
本
通

区
塔

行
邸
名
月
日

場
所

悠
法
ケ
原
で
ゲ
ー
ム

小
、
中
学
校
児
童
、

子
ど
も
会
を
主
体

鯛
人
会
民
踊
部
、
キ

僻
バ
レ
ー
協
会
を
主

芸
能
人
歌
踊
シ
ョ
ー

の
塵
自
慨
大
会
等

行
班
内
容
に
つ
い
て

は
検
討
中

生
田
区
迎
合
卸
人
会

民
鋼
部

榊
銅
癖
》
郵
鋤

（
未
定
）

仮
装
・
民
踊
流
し
子

供
み
こ
し
、
飾
り
班

し
し
舞
等 内

容

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
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e-k
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５
／
即
一
湊
川
公
園

一
歩
誠
奉
癖
嘩
か
祷
種

Ｇ
ジ
。

須
磨
ア
ル
プ
ス
須
磨
寺
１
鉢
伏
山
コ

ー
ス
区
民
一
般

若
松
・
大
国
公

園
、
丸
山
“
御

戯
小
、
長
田
神

社

ｃ９

< 芸術広場＞

下
中
島
公
団
区
内
小
学
校
児
童

マ
マ
の
運
動
会
５
／
犯
高
丸
小
う

民
踊
の
つ
ど
い
５
／
鋤
垂
水
小
・
明
舞
ま
つ
り

父
と
子
の
魚
釣
大
会
５
／
皿
舞
子
海
岸
報
〃
即
西
神
文
化
セ

中
学
校
音
楽
パ
レ
ー
５
／
卯
睡
跡
癖
前
地
区
・
多
間
台
雀
つ
り

ド

垂
水
区
商
店
会
ま
つ
り
５
／
皿
癖
前
地
区
商
店
・
民
踊
ま
つ
り

・
舞
子
民
謡
ま
つ
り

母
と
子
の
音
楽
会
５
／
皿
垂
水
小
・
結
婚
シ
ョ
ー

区
民
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
５
／
虹
神
戸
工
専
・
小
中
学
校
美
術
作

ン
大
会

品
展
美
術
展

一
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

行
事

子
ど
も

須
磨
区
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
５
／
７

一
一
、
音
楽
と
笑
い
の
５
／
釦

パ
レ
ー
ド

第
二
部
体
育
の
ま
５
／
ｕ

勤
労
者
、
マ
マ
さ
ん

対
象
参
加
金
五
○
○

つ
り
Ｉ
鰯

円

長
田
区
一
、
卓
球
大
会
５
／
皿
中
央
体
育
館
〃

兵
庫
区

５
／
５
そ
の
他
西
神
行
事

少
年
野
球
大
会
・
７
。
束
舞
子
小
。
塩
屋
室
つ
り

型
・
皿
７
ケ
町
合
同
で
行
な

二
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
５
／
妬

大
会

三
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会

第
三
部
長
田
天
狗

ま
つ
り

一
、
囲
碁
大
会
５
／
辿

二
、
将
棋
大
会
５
／
皿

第
一
部
長
田
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

須
鱈
地
区
５
／
狸

ハ
イ
キ
ン
グ

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
５
／
肥

大
会 一

、
歌
と
お
ど
り
の
－
５
／
釦

ま
つ
り

’
5２体区予阿能

の内定波登
参小おの
加中ど御

太
鼓

出
淡

、
団

マ

未
定
一
主
婦
対
象

長
田
区
役
所
一
参
加
金
五
○
○
円

ロ
ィ
ヤ
ル
ポ
ゥ
’
七
○
○
円

し

J ザ

貿
矛

。
神
戸
ま
つ
り
音
頭

指
導
講
習
会

〃

学り陣
生の乗ンガ

岡日

神戸
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顕

劇

代表取締役祉壁杉山忠

ﾗii蛾運上
繕毛いI巻'徴

乍
前
９
時
訓
分
、
洋
館
の
扉

の
鈴
が
朝
の
空
気
に
響
く
。

来
た
／
・
一
評
の
り
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
登
蝿
、
ま
ず
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、
一
応

気
の
す
む
や
り
方
？
で
掃
除
を

惑
じ
め
る
の
だ
。
そ
れ
か
ら
、

時
噸
ま
で
の
剛
に
デ
ザ
イ
ナ
ー

．
α
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
フ
ォ
ト

グ
ラ
ブ
・
Ｊ
１
が
・
・
雷
・
・
一
五
侃
蛎
よ

る
。
こ
の
潮
フ
都
ス
で
は
、
暗

剛
の
観
念
を
捨
て
さ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
勿
摘
彼
等
な
り
の
規

則
が
あ
る
か
ｇ
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

．
な
出
勤
に
も
一
定
の
リ
ズ
ム
が

・
刻
ま
れ
て
い
る
。
営
業
は
ス
ポ

ン
サ
ｉ
へ
直
行
。
社
長
は
Ａ
ス

ポ
ン
サ
Ｊ
と
打
合
せ
。
か
な
り

バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
か
ら
一
日
が

は
じ
ま
る
。
不
調
和
の
バ
ラ
ン

ス
と
い
う
奇
妙
燕
社
会
で
は
あ

る
ロ

午
前
ｍ
時
す
ぎ
。
ウ
ォ
・
‐
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
完
了
。
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
…
…
デ
ザ
イ
ナ
ー
暗
君

が
珍
妙
な
会
諦
を
か
わ
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
て
い
く
。

「
ソ
ン
ナ
ン
イ
ウ
ノ
？
」
「
ぜ
エ

ー
ぜ
エ
ー
」
独
誹
の
シ
テ
動
エ

イ
シ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ
る
言
葉

の
数
々
。
こ
の
極
の
作
菜
に
は

コ
ン
ク
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
‘
‐
の

爆
発
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

何
時
間
作
業
し
た
か
ら
○
○
円

と
い
う
価
値
観
で
は
な
い
の
だ

百
時
間
作
業
し
て
い
て
も
、
悪

け
れ
ば
ダ
蔀
な
の
で
あ
る
。

奈
朝
・
雫
の
バ
ラ
ン
翼
Ｉ
‐
Ｉ

デ
滝
ソ
イ
ン
（
号
処
理
）
と
は
座
い
泡
味
で
は
も
の
を
つ
く
る
勘
合
の
全
体
的
な
託
画
の
｝
」
と
を

さ
し
て
い
ま
す
が
、
今
Ｈ
と
く
に
デ
ザ
イ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
冊
常
生
活
の
蝿
に
直
接
現
わ

れ
る
も
の
で
視
覚
の
対
難
ル
ー
な
る
す
べ
て
の
も
の
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
一
体
ど
・
ん
な
集
団
が
？
ど
ん
な
風
に
？
つ
く
る
の
だ
ろ
う
と
…
…
お
巻
え

の
方
淫
、
一
ノ
ー
ト
派
の
広
告
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
晦
我
の
自
称
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
達
が
懐
息
し
て

い
る
、
あ
る
デ
ザ
イ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
の
１
日
の
行
動
を
追
い
な
が
ら
ご
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

鋤f 所【は) グﾗ ﾝ どｰ
神『『市迩田区山本通
Ｚ１．月11＝８
j ヒタデニック邸
電緒(0泊)281局4341縦

型１局018 3播
路行人杉山忠
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制
作
恋
図
を
脱
明
す
る
た
め
に

★
ア
イ
デ
ア
は
ト
イ
レ
の
中
か
そ
し
て
、
彼
等
は
単
な
る
絵
か

ら
生
ま
れ
る
か
…
…
？

き
で
は
な
い
〃
デ
ザ
イ
ナ
ー
〃
へ

彼
ら
の
創
進
活
動
は
、
全
く
奇
と
脱
皮
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

妙
な
形
で
現
わ
れ
る
の
だ
。
テ
企
業
訪
門
す
る
か
ら
に
は
臨
場

ィ
・
‐
ル
‘
ム
で
の
雑
談
や
仕
堺
感
を
と
ら
ま
え
る
。
現
実
の
憎

の
打
合
せ
な
ど
．
…
・
・
。
し
か
し
．
況
の
十
分
な
把
握
な
し
に
広
告

そ
れ
は
突
如
と
し
て
生
ま
れ
る
戦
略
は
あ
り
得
な
い
か
ら
だ
。

も
の
で
は
な
く
、
悪
縦
下
に
お
彼
葬
の
園
，
皮
膚
は
本
能
的
に

か
れ
た
問
題
超
識
と
、
数
多
く
鋤
き
は
じ
め
選
択
し
て
ゆ
く
。

の
体
験
・
実
践
の
ス
ト
ッ
ク
、
あ
る
意
味
で
非
構
な
Ｈ
つ
き
か

そ
し
て
複
椎
か
つ
大
い
な
る
人
も
し
れ
な
い
。
『
其
の
ク
リ
エ
ー

間
関
係
の
か
ら
ま
り
を
ベ
ー
ス
タ
ー
は
狐
独
だ
／
・
』
と
誰
か
が

と
し
て
創
造
さ
れ
る
の
で
あ
る
言
っ
た
よ
う
県

企
画
ル
ー
ム
で
は
、
Ｂ
ス
ポ
ン

●
●
ザ

サ
・
‐
の
販
売
促
進
の
企
両
づ
く
☆
食
べ
る
と
い
う
一
』
と
は

り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

む
ず
か
し
い
〆

‐
｜
》
淘
呼
去
伽
迦
一
Ｇ
感
吋
毒
醒
転
蕊
紳
詐
騨
蓉
密
詐

》
》
猟
錨
》
職
》
蝋
峨
蝋
鋤
鰯
蛎

一
″
鍛
永
鋤
知
雑
城
卸
を
食
っ
て
生
き
る
ほ
ど
彼
等
は

串
譲
織
溌

１
〃
増
‐
制
作
ル
ー
ム
で
は
納
得
い
く
も

朝
の
２
時
間
は
？
』
う
し
て
す
ぎ
の
を
求
め
て
時
間
が
過
ぎ
て
ゆ

て
い
く
。
昼
に
は
３
１
４
人
が
く
つ

一
剛
と
な
っ
て
北
野
の
丘
を
陣
こ
ん
な
炉
難
産
し
た
作
品
で
も

り
て
い
く
。
勿
論
、
乎
弁
野
を
翌
日
の
ス
ポ
ン
サ
ー
会
識
で
は

食
う
奴
だ
っ
て
い
る
。
．
『
’
１
２
分
で
Ｏ
Ｋ
と
な
る
こ
と

午
後
１
時
す
ぎ
。
制
作
課
長
と
だ
っ
て
あ
る
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
輔
が
Ｃ
ス
ポ
ン
サ
し
か
し
や
披
等
ク
リ
エ
ー
タ
ー

‐
へ
出
か
け
る
。
・
営
業
で
な
く
幅
し
か
味
わ
え
ぬ
充
突
し
た
快

と
も
や
る
／
・
内
分
述
の
作
品
に
悪
が
、
ド
ッ
シ
リ
と
胸
を
打
つ

対
す
る
厳
し
い
評
価
を
仰
き
、
で
い
る
こ
と
も
硫
か
な
の
だ
‘
し
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鷺駒

R 承昌資~ - ．１

☆西へ走る新幹線は超満員です。神戸から乗
ると、列車の中へ入りこ恥ない有様です。東
へ向うのにも大変便利になりました。タクシ
ー料金も値上りした昨今、伊丹までかけつけ
て飛行機で出かけることはあまりにももった
いなく、つい新幹線新神戸駅へと足が向きま
す。
駅前広場は、予想外にひろびろとした感じ
です。まず、駅舎の前に立って東側を眺める
と今まで予期しなかった光景に出くわしま
す。山すその奥まった住宅地だと思っていた
辺りに、コンクリートの小ビル建築が乱立す
る急傾斜となって展開しているからです。
駅の中へ入って、まずびっくりするのは、

何となく貧弱な空間であることです。突き当
りの荷物扱い場のような所が切符売場とは、
思いもよりませんでした。
瀬戸内海と東海道の接点、国際港湾都市、
1 3 0 万都市神戸の玄関としては、全く意外で
す。神戸市の地位は、全国的にみれば、この
ぐらいなのでしょうか。手前みそで評価して
きたわが神戸にとっては、ショックです。実
力を問い直すべく反省させられました。比較
に出して申し訳ありませんが、三島小田原並
みの駅です。悪名高き羽島駅の方が立派な感
じです。
ホームの下を流れる小川が、有名な布引の

滝の流れです。そこに、いたるところゴミが
ほり投げられているのも気になりました。満
開の桜はきれいでしたが、ドブ河の如きコン
クリート護岸の布引の流れには、がっかりで
す。狭い河でも、六甲の御影石で積み上げる" 鍵鶴篭

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
、

環
境
と
都
市
〈
５
〉
新
神
戸
駅
近
辺

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
。
Ｕ
Ｒ

敷耀鶏蕊灘騨織W 嘩騨溌露蕊蕊識蕊

駅前広場と小ピル群
瓦山から見た駅前公園上生円川
河川上の駅

5４す。狭い河でも、六甲の御影石で積み上げる
べきだったかも知れません。
海陸空のポートターミナル都市一神戸を、
ざすには、もっと内容と実力をつけｵ ｭ ば……
と、深く感じいった次第です。（水谷頴介）

蕊謬簿

上
中
下

真写
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水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

新
神
戸
駅
の
ま
わ
り
の
新
し
い
住
宅
地

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
、

上
中
下

雲 どんな街がぴったりなのか……
古くからの邸宅と新しいマンション
駅前の坂道をのぼると無表情なコンクリートの箱が…･ ･ ･

☆三宮から阪急六甲行バスに乗り、加納町を
通り過ぎ、つづら折りの坂道をバスがI 怠りつ
つ登っていくと、熊内の住宅地です。通りに
面しては、乾物屋八百屋タバコ屋などが並
び、小さな塀の家や、生垣の立派なお屋敷と
いった住宅地です。こうしたいつもみなれた
普通の街が、３月、すっかｂ変わって、「安
部公房の世界」のよう左風景にたりました。
新神戸駅の完成と、新神戸駅地区都市改造事
業による区画整理が行われているためです。
☆山すその別荘風の住宅が狭い坂道に並んで
いた街に、随分立派を道路がつき、宅地も整
然となった途端、小規模なマンションが立ち
たらんだ街になりました。それぞれお金をか
けて立派な建物なのですが、古い屋敷や小さ
なお店越しにパスの窓から見えるのは、芝居
の画き割りのように異質な雰囲気なのです。
☆新粋線の駅前という好条件と一級の住宅地
という良条件が重まりあって、結局どちらつ
かずの中途半端なことになってしまった感じ
がします。区画整理事業が､ 結局は、「街をつ
くる」という思想ではなく、宅地の整備をす
るという目的のみで行われたからでしょう。
この熊内の山麓にどん左街がぴったりなのか
というストーリーの欠如のせいです。
☆まず、足もとにきれいな洋裁店や喫茶店の
ある、アトリエハウスや傾斜地を生かしたタ
ウンハゥスといった住宅が並ぶ「住宅都市・
神戸」の新しい表玄関にふさわしい市街地住
宅地区を考えてえいく必要があったのです。
6 7 年の1 2 月に紹介した「シックなライト調の
洋館」をとり壊して、コンクリートの箱が並
んだという現実では、やっぱり、いけたい…

（小林郁雄）◎

３５
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〈
市
教
委
体
育
青
少
年
課
長
〉

ｑ
畑
岡
瑞
夫
氏

☆
神
戸
二
中
の
黄
金
時
代
（
戦
前
）
と
馬
場
先
生

わ
が
国
の
体
操
は
、
幕
末
高
島
四
郎
太
夫
秋
帆
が
藩
兵
訓
練
に

採
用
し
た
の
が
最
初
だ
が
、
器
械
体
操
も
こ
れ
と
同
時
に
行
な
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秋
帆
の
体
操
は
柔
軟
体
操
と
器
械
運
動
に

分
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

明
治
五
年
の
徴
兵
令
の
発
布
に
よ
っ
て
そ
れ
が
や
や
具
体
化
し

て
き
た
。
新
兵
が
入
営
す
る
と
、
そ
の
訓
練
に
、
柔
軟
体
操
の
ほ

か
鉄
棒
や
手
摺
（
平
行
棒
）
や
棚
や
木
馬
な
ど
を
設
け
て
行
な
わ

せ
始
め
た
。
翌
年
九
月
陸
軍
戸
山
学
校
が
創
設
さ
れ
、
全
国
の
鎮

台
か
ら
士
官
や
下
士
官
を
召
集
し
て
こ
れ
を
訓
練
し
て
か
ら
、
い

よ
い
よ
普
及
が
本
格
化
し
て
き
た
。
以
後
約
二
十
年
を
経
過
し
た

二
四
年
八
月
、
日
本
体
育
会
が
国
民
の
体
育
振
興
を
目
的
と
し
て

日
高
藤
吉
郎
氏
な
ど
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
る
や
、
日
曜
に
体
操
場

を
開
放
し
て
一
般
民
衆
に
器
械
体
操
を
指
導
し
た
。
さ
ら
に
三
十

年
頃
に
は
東
京
の
上
野
、
芝
、
浅
草
、
日
本
橋
、
深
川
の
五
公
園

神戸遊戯誌１０４

；
…

に
器
械
を
備
え
付
け
て
自
由
に
市
民
に
使
用
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
が
器
械
体
操
の
揺
ら
ん
時
代
と
い
え
よ
う
。

明
治
末
か
ら
大
正
へ
か
け
て
は
競
技
化
し
て
き
た
。
そ
の
最
初

の
対
抗
競
技
は
、
慶
応
義
塾
チ
ー
ム
と
青
山
師
範
（
明
治
三
九
年

十
一
月
）
と
の
第
一
回
競
技
会
で
あ
る
。
こ
の
時
の
慶
応
の
先
生

は
津
崎
亥
九
生
師
範
（
一
八
七
五
’
一
九
二
八
）
だ
っ
た
が
、
こ

の
人
の
鉄
棒
体
操
は
有
名
で
、
当
時
数
十
丈
の
お
茶
の
水
橋
の
ら

ん
か
ん
で
倒
立
を
試
み
て
、
体
操
員
検
定
の
運
だ
め
し
を
し
た
と

い
う
有
名
な
逸
話
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
人
の
指
導
で
慶
応
で
は

明
治
三
五
年
か
ら
い
ち
早
く
鉄
棒
、
横
木
、
高
飛
棒
な
ど
の
練
習

を
始
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
両
校
に
つ
づ
い
て
日
本
体
育
会
体
操
学

校
、
早
大
、
東
京
高
等
商
船
、
麻
布
中
、
成
城
中
、
荏
原
中
な
ど

が
始
め
た
。
か
く
て
大
正
十
二
年
に
な
る
や
、
四
月
に
都
下
学
生

連
盟
が
誕
生
、
各
校
の
対
抗
試
合
が
い
よ
い
よ
活
発
に
行
な
わ
れ

た
。
そ
の
頃
の
規
定
種
目
を
調
べ
て
み
る
と
、
鉄
棒
、
横
木
運

動
、
棚
、
木
馬
の
四
種
目
で
こ
の
ほ
か
綱
渡
り
や
棒
幅
跳
び
の
競

し
岡
本
八
重
子
氏

〈
市
立
神
港
高
校
教
諭
〉

第３回西日本男子中等学校器械体操選手椎大会( 昭和1 1 年) 優勝の神戸二中

器械体操①青木重雄

5６

▲西村昌治氏

く県教委体育課参事＞▼島田房孝氏

< 灘高校教諭＞
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ム
は
、
当
時
最
強
の
ド
イ
ッ
チ
ー
ム
に
次
い
で
第
二
位
を
占
め
、

こ
れ
が
刺
激
と
な
っ
て
大
学
、
専
門
、
中
等
各
校
間
に
が
ぜ
ん
器

技
ま
でさ

て
、
こ
こ
ら
で
神
戸
市
は
じ
め
兵
庫
県
下
の
戦
前
の
器
械
体

操
界
の
動
態
を
拾
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
昭
和
十
年
頃
に
強
か
っ
た

第
十
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
参
加
に
漕
ぎ
つ
け

加
、
六
ず
第
九
回
極
東
選
手
権
競
技
大
会
（
東
京
）
の
公
開
実
演
に
参

技
会
の
実
施
、
国
際
大
会
へ
の
参
加
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
に
長

の
は
神
戸
二
中
（
現
在
の
兵
庫
高
校
）
で
あ
る
。
県
下
だ
け
で
な

く
全
国
的
に
も
浜
田
中
（
島
根
）
、
能
代
中
（
秋
田
）
な
ど
と
並

こ
れ
が
今
日
の
〃
器
械
体
操
王
国
日
本
″
へ
の
大
き
な
い
し
ず

え
と
な
っ
た
わ
け
だ
。
こ
う
し
て
器
械
体
操
は
昭
和
五
年
五
月
ま

年
に
わ
た
り
非
常
な
努
力
を
払
っ
た
。

体
育
大
会
で
は
じ
め
て
演
技
し
た
器
械
体
操
が
天
皇
陛
下
の
御
覧

村
昌
治

参
事
） 浜

田
中
か
ら
は
当
代
の
世
界
選
手
権
者
で
あ
る
竹
本
正
男
、
上

迫
忠
夫
両
選
手
が
生
ま
れ
、
能
代
中
か
ら
は
小
野
喬
、
遠
藤
幸
雄

両
選
手
が
生
ま
れ
て
い
る
。
神
二
中
に
は
同
じ
頃
安
藤
博
直
、
西

ん
で
Ａ

か
れ
た
世
界
学
生
体
操
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
慶
応
義
塾
チ
ー

た
◎

に
浴
し
た
の
で
、
そ
れ
を
記
念
し
て
大
谷
武
一
氏
の
提
唱
で
翌
年

四
月
に
誕
生
し
た
日
本
体
操
界
の
統
制
団
体
だ
が
、
平
沼
亮
三
氏

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

る
成
紙
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

械
体
操
熱
が
も
え
上
が
っ
た
。
十
一
年
八
月
に
は
第
十
一
回
オ
リ

て
は
や
む
を
得
た
か
つ

ン
ピ
ッ

ツ
ク
予
選
会
、
体
操
祭
な
ど
が
開
か
れ
た
が
、
翌
年
に
は
つ
い
に

（
一
八
七
九
’
一
九
五
九
）

成
績
は
参
加
五
カ
国
中
第
五
位
に
終
わ
っ

器
械
体
操
の
一
層
の
発
達
は
、

年
に
は
第
一
回
日
本
中
等
学
校
選
手
権
大
会
、
オ
リ
ン
ピ

同
連
盟
は
昭
和
四
年
の
第
五
側
明
治
神
宮

行
な
わ
れ
た
。

（
の
ち
東
京
高
師
Ｉ
現
在
の
教
育
大
Ｉ
現
県
教
委
体
育
課

両
選
手
ら
が
い
て
浜
田
、
能
代
中
ら
と
対
等
の
競
技
を

ク
ラ
ス
だ
っ
た
。

ク
・
ベ
ル
リ
ン
大
会
に
参
加
、
前
大
会
よ
り
は
数
段
ま
さ

た
。
だ
が
、
十
年
八
月
ブ
タ
ペ
ス
ト
で
開

を
初
代
会
長
に
力
強
く
発
足
、
各
競

全
日
本
体
操
連
盟
創
立
の
功
績

た
が
、
初
参
加
と
し

試
み
た
も
の
だ
。

す
な
わ
ち
十
年
の
明
治
神
宮
体
育
大
会
に
初
参
加
し
て
好
成
績

を
あ
げ
た
し
、
翌
年
行
な
わ
れ
た
全
国
中
等
学
校
体
操
（
天
王
寺

中
会
場
）
で
は
団
体
競
技
は
二
位
だ
っ
た
（
第
一
位
は
浜
田
中
）

が
、
個
人
競
技
で
は
安
藤
選
手
が
浜
田
中
の
竹
本
選
手
（
第
二
位
）

ら
を
し
り
ぞ
け
て
み
ご
と
優
勝
し
た
。
こ
の
時
は
鉄
棒
、
跳
箱
の

二
種
目
だ
っ
た
。

こ
の
頃
県
下
で
は
ほ
か
に
関
学
、
甲
陽
、
神
一
中
ら
が
好
敵
手
だ

っ
た
が
、
全
国
体
操
大
会
予
選
や
明
治
神
宮
大
会
予
選
、
県
大
会

（
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
主
催
）
な
ど
で
は
ほ
と
ん
ど
神
二
中
が
制
覇
し

て
い
た
。
こ
の
黄
金
時
代
の
最
大
の
理
由
は
馬
場
太
郎
先
生
（
日

体
大
卒
、
現
在
桃
山
学
院
大
教
授
）
と
い
う
よ
き
指
導
者
を
得
た

か
ら
で
あ
る
。

昭
和
初
年
器
械
体
操
の
設
備
（
平
行
棒
、
鞍
馬
な
ど
）
の
そ
ろ

っ
て
い
る
学
校
が
県
下
に
な
か
っ
た
の
に
同
校
だ
け
に
あ
っ
た
の

は
全
く
同
先
生
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、
他
校
の
選
手
た
ち
は

当
時
神
二
中
や
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
設
備
を
借
り
て
練
習
し
て
い

た
。昭

和
十
三
年
の
西
日
本
中
等
学
校
体
操
大
会
で
鞍
馬
に
個
人
優

勝
し
た
関
学
中
の
島
田
房
孝
選
手
（
日
体
大
卒
、
現
在
灘
高
教

師
）
な
ど
も
そ
の
一
人
で
、
両
所
の
ア
メ
リ
カ
製
の
設
備
を
借
り

て
練
習
し
た
。

当
時
い
っ
し
ょ
に
練
習
し
た
神
二
中
の
グ
ル
ー
プ
に
安
藤
、
山

田
健
一
郎
（
現
在
山
陽
新
幹
線
事
務
所
長
）
長
谷
川
貞
次
、
西
村

選
手
ら
が
い
る
。
島
田
選
手
の
関
学
中
が
強
か
っ
た
の
は
、
神
戸

二
中
と
と
も
に
、
日
体
大
卒
の
金
井
忠
男
先
生
と
信
川
百
二
先
生

ら
が
馬
場
先
生
の
斡
旋
に
よ
っ
て
強
力
な
コ
ー
チ
を
し
て
く
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

他
方
大
学
や
社
会
人
の
県
下
器
械
体
操
会
は
今
日
は
か
な
り
活

発
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
戦
前
は
生
彩
な
く
、
と
り
わ
け
大
学
は

ダ
メ
で
わ
ず
か
に
関
学
大
の
丹
原
康
夫
選
手
（
関
学
中
卒
、
現
在

経
理
士
）
の
名
が
光
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

（
四
七
・
三
・
二
○
記
）

’
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●
世
界
の
福
祉
施
設
ル
ポ
〈
川
〉

五
月
下
旬
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
到
着
。

駅
の
近
く
に
あ
る
市
庁
舎
の
屋
上
か
ら
見
下
す
と
、
赤
や
緑
の
ト

ン
ガ
リ
帽
子
の
屋
根
が
入
り
混
じ
っ
た
町
並
み
は
、
さ
す
が
北
欧

ら
し
い
落
着
い
た
、
し
か
し
ち
ょ
っ
ぴ
り
物
憂
げ
な
風
情
を
た
た

え
て
い
る
。
市
庁
舎
横
の
チ
ポ
リ
公
園
は
市
民
の
オ
ア
シ
ス
ら
し

く
、
家
族
連
れ
や
老
人
た
ち
、
あ
る
い
は
恋
人
同
志
の
若
い
カ
ッ

プ
ル
で
賑
わ
い
、
港
の
ほ
う
に
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
「
人

魚
姫
」
に
も
と
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
、
あ
の
有
名
な
〃
人
魚
の

像
″
が
は
る
か
か
な
た
に
ち
ょ
こ
ん
と
鎮
座
し
て
い
る
。

さ
て
、
「
北
欧
」
と
い
え
ば
「
福
祉
国
家
」
と
す
ぐ
連
想
さ
れ

る
ほ
ど
、
北
欧
の
社
会
福
祉
の
レ
ベ
ル
は
高
い
。
立
寄
っ
た
日
本

大
使
館
で
も
「
デ
ン
マ
ー
ク
の
社
会
保
障
」
と
い
う
日
本
語
の
小

冊
子
を
用
意
し
て
、
旅
行
者
に
配
布
す
る
ほ
ど
こ
の
国
の
福
祉
政

策
に
は
気
を
く
ば
っ
て
い
る
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
や
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
は
「
社
会
福
祉
施
設

巡
り
」
と
い
う
専
用
の
定
期
観
光
バ
ス
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
な

ど
も
充
実
し
た
社
会
福
祉
を
誇
る
北
欧
な
ら
で
は
の
も
の
と
い
え

よ
う
。
私
も
デ
ン
マ
ー
ク
に
き
た
か
ら
に
は
ぜ
ひ
こ
の
バ
ス
に
乗

っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
さ
っ
そ
く
観
光
案
内
所
に
駆
げ
こ
ん
だ
が

生
憎
こ
の
定
期
観
光
バ
ス
は
六
月
以
降
で
な
い
と
運
行
し
て
い
な

い
と
聞
い
て
ガ
ッ
カ
リ
。
し
か
た
な
く
、
こ
の
観
光
バ
ス
の
コ
ー

ス
に
含
ま
れ
て
い
る
、
市
内
の
「
老
人
の
町
」
を
訪
れ
て
み
る
こ

と
に
す
る
。 橋

本
明

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の

ｌ
＝●
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老
人
の
町
の

地
図
を
た
よ
り
に
歩
い
て
い
く
と
、
駅
か
ら
釦
分
ぐ
ら
い
の
閑

静
な
場
所
に
こ
の
老
人
の
町
は
あ
っ
た
。
レ
ン
ガ
造
り
の
壁
に
囲

ま
れ
た
中
央
の
入
口
を
入
る
と
、
妬
エ
ー
カ
ー
め
か
な
り
広
い
緑

の
庭
が
目
の
前
に
ひ
ろ
が
る
。
正
面
の
入
口
か
ら
琴
－
つ
と
奥
ま

で
広
い
道
が
続
き
、
両
側
に
は
芽
を
吹
き
始
め
た
緑
の
木
々
が
道

の
両
側
に
並
び
、
そ
の
木
々
に
沿
っ
て
、
こ
れ
ま
た
い
く
つ
も
の

ベ
ン
チ
が
点
々
と
並
ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
杖
を
小
脇

に
か
か
え
、
黙
々
と
お
し
だ
ま
っ
て
陽
春
の
木
漏
れ
陽
に
ひ
た
っ

て
い
る
老
人
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
私
が
日
本
に

唖
、
、
、
、

い
た
時
、
本
で
読
み
、
人
か
ら
伝
え
聞
い
た
北
欧
の
老
人
そ
の
ま

ま
の
姿
で
あ
っ
た
。
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
の
間
、
こ
れ
と

い
っ
て
何
も
な
す
こ
と
の
な
い
彼
等
に
と
っ
て
、
い
か
に
し
て
今

日
一
日
の
時
間
を
つ
ぶ
す
か
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
い
か
に
し
て
死

ぬ
ま
で
の
時
間
を
つ
ぶ
す
か
が
彼
等
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題
左

、
、
、
、
、
、

の
だ
。
字
」
の
老
人
た
ち
の
姿
に
は
、
ま
さ
に
時
間
を
つ
ぶ
す
と
い

う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
す
る
。

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
世
界
の
家
族
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
の
中
で

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
こ
の
老
人
の
町
の
生
活
を
と
り
あ
げ
て
い
た

が
、
同
じ
部
屋
に
生
活
し
て
い
な
が
ら
、
老
夫
婦
の
間
に
は
も
は

や
一
日
中
交
わ
す
会
話
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
夫
の
方
は
朝
か
ら
雑

誌
を
読
み
、
妻
の
方
は
新
聞
に
た
ん
ね
ん
に
目
を
通
す
。
長
い
長

い
沈
黙
が
い
つ
ま
で
も
続
く
。
苦
労
し
て
育
て
た
子
供
や
孫
は
老

夫
婦
の
手
元
か
ら
は
離
れ
、
誰
も
ほ
と
ん
ど
寄
り
つ
か
な
い
。

「
そ
れ
で
い
い
ん
だ
。
子
供
に
は
子
供
の
生
活
が
あ
る
か
ら
ね
。

わ
し
ら
は
こ
れ
で
満
足
し
て
る
ん
だ
。
さ
び
し
く
は
な
い
さ
」
と

こ
の
老
人
は
ポ
ッ
リ
と
い
う
。
机
の
上
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
子
供

や
孫
の
写
真
を
カ
メ
ラ
が
捉
え
る
。
そ
し
て
毎
日
の
行
事
の
よ
う

に
、
窓
の
下
を
運
ば
れ
て
い
く
仲
間
の
老
人
の
棺
を
、
こ
の
老
夫

婦
は
身
を
寄
せ
合
っ
て
カ
ー
テ
ン
の
か
げ
か
ら
じ
っ
と
見
つ
め
る

ｌ
も
っ
て
行
き
場
の
意
い
老
人
の
孤
独
蔵
感
情
を
カ
メ
ラ
は
執

擁
に
追
う
。
し
か
し
そ
れ
は
で
き
す
ぎ
た
演
出
で
も
芝
居
で
も
な

く
、
私
が
実
際
に
見
た
老
人
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
も
あ
っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
男
女
と
も
師
才
以
上
（
独
身
の
女
性
は
鎚

才
以
上
）
に
た
る
と
す
べ
て
の
老
人
は
国
民
年
金
を
受
け
る
こ
と
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書
七
千
冊
の
図
書
館
、
教
会
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
映
画
、
シ
ョ
ー
な
ど
の
催

さ
れ
る
ホ
ー
ル
や
各
種
の
娯
楽
施
設

が
あ
り
、
夏
に
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
屋

外
競
技
も
計
画
さ
れ
る
。
「
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
小
さ
な
新
聞
も

発
行
さ
れ
、
町
の
情
報
や
老
人
の
相

互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
は
か
ら

れ
て
い
る
が
、
老
人
の
孤
独
を
癒
す

に
は
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
の
よ
う

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
い
っ
た

心
の
問
題
は
社
会
制
度
や
設
備
だ
け

が
で
き
る
の
で
、
経
済
的
に
は
ほ
ぼ
困
ら
な
い
。
家
庭
に
お
い
て

は
子
供
が
結
婚
す
れ
ば
親
子
は
普
通
別
れ
て
暮
す
の
で
、
老
人
は

自
分
の
身
の
周
り
の
世
話
が
で
き
な
く
な
る
と
老
人
ホ
ー
ム
に
入

る
こ
と
に
な
る
。

市
の
社
会
福
祉
局
が
管
理
す
る
こ
の
「
老
人
の
町
」
は
一
八
九

七
年
に
設
立
さ
れ
、
当
時
は
収
容
人
員
四
七
○
人
だ
っ
た
こ
の
ホ

ー
ム
も
年
ご
と
に
増
改
築
さ
れ
、
現
在
で
は
入
所
人
員
一
八
五
○

人
と
い
う
大
所
帯
。
入
所
条
件
は
、
国
民
年
金
受
給
者
で
、
一
人

で
は
暮
せ
な
い
老
人
た
ち
、
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
入
所
人
員

一
八
五
○
人
中
、
一
五
一
○
人
は
看
謹
を
要
す
る
老
人
で
病
院
や

養
謹
ホ
ー
ム
に
、
三
四
○
人
は
健
康
で
普
通
の
老
人
ホ
ー
ム
で
生

活
し
て
い
る
が
、
老
人
の
平
均
年
令
は
妬
才
と
非
常
に
高
い
。

老
人
に
な
る
と
誰
で
も
何
ら
か
の
身
体
的
障
害
を
伴
い
、
体
が

不
自
由
に
な
っ
て
く
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
人
間
は
生
き
て
い
る
限

り
、
程
度
の
違
い
は
あ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
身
心
障
害
者
と
な
る

迎
命
を
背
負
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
老
人
の
町
で
も
た
い

て
い
の
老
人
が
身
体
的
障
害
を
伴
っ
て
い
る
の
で
、
専
任
の
理
学

療
法
士
と
作
業
擁
法
士
が
毎
日
訓
練
に
あ
た
っ
て
い
る
。

体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
共
に
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
老
人
の
精
神
衛
生
で
あ
る
。
退
屈
を
ま
ぎ
ら
わ
す
た

、
誼
、
、
、
、

め
に
、
あ
る
い
は
時
間
を
つ
ぶ
す
た
め
に
、
各
棟
に
は
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
が
用
意
し
て
あ
り
、
町
の
中
に
は
蔵

で
は
解
決
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
余
計
に
や
っ
か
い
と
も

い
え
る
。

老
人
だ
け
の
地
域
集
団
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
こ
の
老
人
の

町
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
南
部
や
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
パ
ン
ス

地
方
の
よ
う
な
気
候
温
暖
な
土
地
に
次
々
と
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
こ
う
し
た
老
人
だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
将
来
ど
ん
な
答
え

を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
は
こ
の
老
人
の
町
の
他
に
、
市
内
廻
ヵ
所

に
六
千
余
り
の
老
人
専
用
ア
パ
ー
ト
（
七
五
○
○
人
収
容
）
が
建

設
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
年
金
受
給
者
の
８
％
し
か
カ
バ
ー

で
き
な
い
と
い
う
。

少
産
少
死
型
の
進
ん
で
い
る
先
進
国
で
は
、
総
人
口
に
占
め
る

老
人
の
割
合
が
年
々
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
く
な
り
つ
つ
あ
り

デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、
総
人
口
に
対
す
る
妬
才
以
上
の
老
人
の
占
め

る
率
は
一
九
三
五
年
に
７
％
、
一
九
六
○
年
に
ｎ
％
、
そ
し
て
一

九
八
○
年
に
は
坊
％
に
も
達
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

老
人
問
題
は
生
き
て
い
る
人
間
す
べ
て
に
関
与
す
る
も
の
で
あ

る
だ
け
に
、
も
は
や
個
人
の
レ
ベ
ル
を
越
え
た
、
国
家
に
よ
る
長

期
的
総
合
対
策
が
早
急
に
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に

き
て
い
る
し
、
そ
れ
と
同
時
に
我
々
一
人
一
人
が
老
年
に
ど
う
処

し
て
い
く
か
を
、
他
事
で
た
く
自
分
の
問
題
と
し
て
真
剣
に
考
え

て
い
く
必
要
に
も
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ペンチで昼下りのひとときを過す老人たち
（老人の町にて）
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☆
横
塚
繁
新
作
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

灘

本
誌
連
載
小
説
「
曲
線
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」

の
イ
ラ
ス
ト
で
お
な
じ
み
の
二
紀
会
所

属
の
横
塚
繁
曲
伯
（
東
京
都
世
田
谷
区

弦
巻
町
三
ノ
六
一
九
在
住
）
の
、
第
五

回
目
油
絵
新
作
展
が
、
そ
ご
う
六
階
美

術
画
廊
で
四
月
七
１
十
二
日
迄
開
か

れ
、
二
十
数
点
の
欧
州
風
景
の
油
絵
、

デ
ッ
サ
ン
な
ど
が
飾
ら
れ
た
。
作
家
の

陳
舜
臣
さ
ん
は
「
神
戸
出
身
の
彼
の
年

に
一
度
の
里
帰
り
展
は
年
中
行
事
に
く

み
こ
ま
れ
、
マ
ス
コ
ミ
界
で
活
躍
す
る

彼
と
は
別
の
面
が
見
ら
れ
て
楽
し
い
」

と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
か
け
つ
け
た
。

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

ぜ
い
沢
左
雰
囲
気
で
気
楽
に

ち
た
る

朝
比
奈
千
足
〈
ク
ラ
リ
、
ネ
ッ
ト
奏
者
〉

聖蝿爵

「
ぼ
く
は
榊
さ
ん
の
甥
と
同
窓
生
な
も

ん
で
、
友
達
の
お
じ
さ
ん
の
店
だ
か
ら

ド
イ
ツ
か
ら
帰
っ
て
い
ら
い
時
々
寄
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
一
流
品
の
酒
や
、

器
や
、
小
道
具
を
お
い
て
、
ぜ
い
沢
を

雰
囲
気
を
創
り
だ
し
て
い
る
の
で
、
心

が
高
め
ら
れ
ま
す
ね
。
と
い
っ
て
肩
の

こ
る
店
で
た
く
、
気
楽
に
洋
酒
が
楽
し

め
る
の
が
と
て
も
い
い
で
す
よ
。
」

慌塚さん（中央）を囲んで個展会場で

女
流
書
道
家
の
望
月
美
佐
さ
ん
（
兵

庫
区
氷
室
町
二
丁
目
二
四
ノ
三
九
）
が

第
三
回
書
作
品
展
を
三
月
七
’
十
二
日

Ⅱ
本
橋
三
越
別
館
画
廊
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ァ

ネ
ッ
ク
ス
で
開
い
た
。
初
日
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
に
は
、
初
音
礼
子
、
乙
羽
信
子
さ

ん
や
、
珍
ら
し
い
故
吉
川
英
治
夫
人
の

文
子
さ
ん
な
ど
女
性
陣
を
は
じ
め
、
ヤ

シ
カ
牛
島
社
長
を
は
め
東
京
の
政
・
財

界
の
望
月
フ
ァ
ン
が
は
せ
参
じ
た
。

花
の
季
節
に
合
わ
せ
た
、
華
麗
な
作

肺
が
多
か
っ
た
。

☆
望
月
美
佐
、
東
京
三
越
で

は
な
や
か
に
個
展
開
く

洋
酒
の
店
キ
ャ
ン
テ
イ

ハ
ゴ
ー
ロ
コ
キ
ー

榊
晴
夫

神
戸
・
生
田
区
北
長
狭
通
一
二
一
二

歪
Ｅ
Ｌ
Ａ
知
Ｖ
３
０
６
０

望月さんの個展会場で左より石野・望月・牛島さん

１
８

,_要唾

○
ぽ
粋
創
同
痔
稗
。
◎
吋
昌
①
門

●
キ
ャ
ン
テ
ィ
・
コ
ー
ナ
‐
，

鱗:ｆ
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こ
の
と
こ
ろ
ワ
ー
ー
の
飼
育
が
、
ひ
そ
か
に
流
行
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
怪
獣
ブ
ー
ム
の
た
め
だ
と
も
い
え
ま
す
が
、
実
際
は
熱
帯

魚
飼
育
が
さ
か
ん
と
な
っ
て
水
温
、
保
温
器
具
の
す
ぐ
れ
た
の
が

で
き
た
こ
と
。
そ
れ
に
ふ
化
ま
も
な
い
子
ワ
ニ
を
ガ
ラ
ス
水
桝
に

飼
っ
て
み
る
と
、
あ
の
猛
獣
映
画
で
み
る
、
い
か
に
も
狂
暴
な
ワ

ニ
と
は
ま
る
で
ち
が
っ
た
可
愛
さ
さ
え
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で
し

よ
声
っ
。し

か
し
、
実
際
に
ペ
ッ
ト
と
し
て
家
庭
飼
育
で
き
る
の
は
ほ
ん

の
し
ば
ら
く
、
ひ
と
夏
程
度
で
、
も
し
長
く
飼
お
う
と
思
え
ば
、
何

ん
と
し
て
も
安
全
な
飼
育
準
備
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

〔
二
十
八
種
も
あ
る
ワ
ニ
〕

さ
て
、
ひ
と
く
ち
に
ワ
ニ
だ
と
い
っ
て
も
そ
の
種
類
は
き
わ
め

て
多
く
次
の
よ
う
に

》
釧
司
噸
悩
の
三
科
八
属
二
十
八
種
も
あ
り
ま
す
．

と
こ
ろ
で
、
い
ま
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
子
ワ
ニ
の

ほ
と
ん
ど
が
、
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
科
に
属
す
る
南
ア
メ
リ
カ
産
の
メ

ガ
ネ
カ
イ
マ
ン
で
す
。

し
か
も
、
こ
の
子
ワ
ニ
を
大
き
く
な
ら
な
い
し
、
性
質
も
お
と

な
し
く
〃
咳
ま
た
い
〃
な
ど
と
言
っ
て
売
っ
て
い
る
こ
と
は
、
と

ん
で
も
ま
い
あ
や
ま
り
な
の
で
す
。

ま
っ
た
く
な
れ
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
ワ
ニ
は
ワ

ニ
と
し
て
の
性
質
を
も
っ
て
お
り
、
し
か
も
う
ま
く
飼
え
ば
飼
う

程
そ
れ
だ
け
成
長
が
早
く
、
与
え
よ
う
と
す
る
エ
サ
に
〃
岐
み
つ

い
て
捕
食
す
る
″
と
い
う
動
き
が
い
ち
だ
ん
と
敏
し
ょ
う
に
な
っ

て
き
ま
す
。

そ
こ
で
た
と
え
わ
ず
か
二
十
セ
ン
チ
あ
ま
り
の
子
ワ
ニ
で
も
、

ま
ち
が
っ
て
指
に
岐
み
つ
か
れ
る
と
、
小
さ
な
歯
と
は
い
え
、
ま

こ
と
に
鋭
ど
く
思
わ
ぬ
ケ
ガ
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

〔
飼
育
水
槽
〕

こ
の
よ
う
な
ふ
化
ま
も
な
い
子
ワ
ニ
で
も
、
成
長
す
る
と
二
メ

ー
ト
ル
以
上
に
も
な
る
の
で
、
ま
ず
〃
大
き
く
な
る
″
と
い
う
こ

と
を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
水
槽
は
ガ
ラ
ス
よ
り
も
割
れ
た
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
大
き
さ
は
少
な
く
と
も
一
メ
ー
ト
ル
四

方
。
高
さ
八
○
セ
ン
チ
位
の
も
の
で
、
水
替
え
の
都
度
便
利
た
よ

う
に
底
に
う
ま
く
排
水
穴
を
作
り
ま
す
。

ま
た
、
勢
い
よ
く
は
い
あ
が
っ
て
逃
げ
だ
す
こ
と
が
あ
る
の
で

金
網
の
上
蓋
を
忘
れ
ず
と
り
つ
け
ま
す
。
（
し
か
し
、
冬
に
は
透

明
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
蓋
が
よ
い
）
。

と
も
か
く
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
み
る
ガ
ラ
ス
水
槽
で
の
飼
育
は

ペ
ッ
ト
ら
し
く
て
き
れ
い
で
す
が
、
何
年
も
長
く
飼
育
し
よ
う
と

思
え
ば
、
や
は
り
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
す
る
の
が
安

全
な
の
で
す
。

〔
陸
地
で
眠
る
ワ
ニ
〕

よ
く
カ
メ
の
申
ら
ぼ
し
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
ワ
ニ
も

エ
サ
を
捕
食
す
る
と
き
の
ほ
か
は
、
陸
に
あ
が
っ
て
物
か
げ
に
穏

れ
な
が
ら
か
ら
だ
を
休
め
て
い
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
た
と
え
小
さ
な
水
槽
で
も
必
ら
ず
平
ら
な
石
な
ど
を

う
ま
く
お
き
、
陸
地
や
島
を
作
っ
て
や
り
ま
す
。

ま
た
、
エ
サ
が
肉
や
魚
で
す
か
ら
、
水
槽
の
水
が
す
ぐ
汚
れ
、

に
お
い
だ
す
の
で
水
は
毎
日
の
よ
う
に
か
え
て
や
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

〔
大
切
な
保
温
〕

ワ
ー
ー
は
ヘ
ビ
の
よ
う
に
冬
眠
は
し
ま
せ
ん
が
、
気
温
が
十
度
以

下
に
も
な
る
と
食
欲
が
な
く
な
り
、
か
ら
だ
は
死
ん
だ
よ
う
に
動

け
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

よ
く
冬
が
近
づ
く
頃
、
「
エ
サ
を
食
べ
な
い
」
と
動
物
園
に
も

っ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
保
温
し
な
い
で
、
何
時
ま
で

も
夏
と
同
じ
飼
い
方
を
し
て
い
る
た
め
で
す
。

そ
こ
で
、
ワ
ニ
を
買
う
と
き
、
は
じ
め
か
ら
保
温
器
具
を
用
意

し
て
世
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

ワ
ニ
の
適
温
は
二
五
’
三
十
度
Ｃ
と
ヒ
ト
で
は
、
少
し
暑
い
く

ら
い
の
保
温
が
必
要
で
、
ふ
つ
う
十
月
に
な
れ
ば
、
も
う
水
槽
の

保
温
を
は
じ
め
ま
す
。

ま
た
、
保
温
の
方
法
は
室
温
ば
か
り
で
は
な
く
、
水
を
熱
帯
魚

用
ヒ
ー
タ
ー
で
あ
た
た
め
ま
す
。
つ
ま
り
、
水
槽
内
部
の
気
温
は

削
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噂偏蕊偽擬
，ｗ隈･謹溌謂蜘』

曙霧聴

蕊
蕊驚覇

水
槽
の
上
部
か
ら
白
熱
電
球
を
照
射
し
て
二
五
’
三
○
度
に
あ
た

た
め
て
や
り
、
水
は
、
で
き
れ
ば
サ
ー
モ
ス
イ
ッ
チ
も
備
え
水
は

ヒ
ー
タ
ー
で
温
水
プ
ー
ル
に
し
て
や
る
の
で
す
。

〔
生
き
餌
を
好
む
ワ
ニ
〕

も
と
も
と
ワ
ニ
は
肉
食
動
物
で
す
か
ら
、
た
と
え
子
ワ
ニ
で
も

輸
入
直
前
ま
で
は
、
現
地
で
生
き
た
も
の
を
食
べ
て
い
た
わ
け
で

水
槽
の
上
部
か
ら
白
熱
電
球
を
照
射
し
て
二
五
’
三
○
度
に
あ
た

た
め
て
や
り
、
水
は
、
で
き
れ
ば
サ
ー
モ
ス
イ
ッ
チ
も
備
え
水
は

ヒ
ー
タ
ー
で
温
水
プ
ー
ル
に
し
て
や
る
の
で
す
。

〔
生
き
餌
を
好
む
ワ
ニ
〕

も
と
も
と
ワ
ニ
は
肉
食
動
物
で
す
か
ら
、
た
と
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p R , ( U上z9IJAcIc一生田区中山手通2丁目'３ 鐙ドリンク･レストランテントウヤ生田区中山手通１丁臣

黙傭犀永晃ビル地下
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☆緑の若葉が香る初夏の５月。阪急六甲駅の山側、シャトー六甲マンシ
ョンの1 Ｆにある､ ’ルーム識は赤と青の張り出しテント屋根が目印しだ。
トビラを開けると、カウンターの端にかわいいパンダちゃんのぬいぐる
みがちょこんと座っている．サイフォンで一杯だてのコーヒーの香りが
とてもいいし、清水焼の土鍋に入ったカレーや鉄板で料理するスパケッ
ティの味などは、他では真似のできない独特のもの。客筋は、神戸大学
が近くにあることもあつって学生が多いが、年飛の- 7 アンもかなり多い｡ ｢ と
にかく安くておいしい、と皆さんに喜こばれてます」とママの岩本さん
のおっしゃる通り、誰でも気軽に食事を楽しめる店だ。
紅茶、コーヒー￥1 3 0 ウイスキーオールド￥3 0 0
カレーＹＩ５０、スパケッテイ￥２００
Ａ. Ｍ･ １０：００～Ｐ. Ｍ、１０：００年中無休

★さわやかな初夏のおしゃれに身をこらし、思いきり飲んで、食べて、
おしゃべりしてみたい方、ぜひ一度県民会館の束、下山手マンションの
１階にある鰹やんぐすぽっと' ，に足を運んでみてはいかが？
店内の壁には四而ステレオが備えられており、音の響きをよくするた
めに、店内の緋造にも細心の注意が払われているだけあって、音響効果
は抜群にいい。音楽の好きな人にはたまらない店。また折にふれてマス
ターの松谷さんの演奏で真白なグランドピアノの素晴らしい音色力喋し
めるのもご機嫌。神戸っ子として知っておいて損はない店趣
タイムランチ¥ 2 5 0 ､ コーヒー¥ 1 5 0 ､ オールド水割¥ 3 0 0
ビール￥２５０

営業時間Ａ°Ｍ、１１：００～Ａ・Ｍ１：００第１､ 第３日珊日は休みです。

ＫＯＢＥ

ＤＲｌＮＫｌＮＧ

ＧＵｌＤＥ

影３
１ ノ臣転軸ＩｍＬＫＯ

次

Ｎ
４
１
千
１
１

やんぐすぽっと ルーム ! J f

sィ
Fつと

☆中山手１丁目、レインボービルの地下に新しく誕生したこの‘, 黙燈屋”
は、皆様おなじみのレストラン・スナック‘‘スネカジリッ子愉の姉‘妹店。
三宮のネオン街に灯をともし、またお客椴の手でお店に灯をともしても
らおうというわけで、一昔前鮎燈屋が街角のガス灯に灯をともして回っ
た時のどんぶり前かけを、５人の若いお嬢さん方がエプロン代りにして
いるのもおもしろい。豪華なインテリアの中にも、スネカジリッ子同様
の親しみやすい雰囲気にあふれており、古い珍しいランプもおいてある
ので興味のある方はぜひどうぞ｡ お酒の他に食事も楽しめるのでご利用
下さい。
水割￥4 0 0 、フィズもの￥4 0 0 、ビール￥3 0 Ｏ
ＰＭ､ ６：００～Ａ､ Ｍ､ ２：００第１･ 第３日H １M 日休み。

ＧＵＩ

生田新道

馴 細『
★六甲の山々が緑に染まり、ざわやかな初夏の風が心よく頬をなでる５
月。農業会館向い、永晃ビル地下の“スネカジリッ子' ，に足を運ぶ若い
カップルにもそろそろ軽やかな夏のおしゃれが目立ってくる。
ダーク調の落着いたインテリアとこじんまりとしたスペース、そして

何よりも若やいだフレッシュな雰囲気がぐっと魅力。若い素人のバーテ
ンきんたちのきびきびとした動作や気の利いた会話、そしてお客様への
細かい心づかい、そんなところに、若い人からご年配の方までこのお店
が幅広い人気をもつ秘密があるのかもしれない。あなたも一度足を運ん
でみては？
水割Ｇ＆Ｇ￥3 0 0 、ビール( 小) ￥2 5 0 、おつまみ￥1 0 0 、
ピッツア￥3 5 0 、ミニチュアピン( Ｗ) Ｙ５００
Ｐ. Ｍ、５３００～Ａ・Ｍ１：００第１、筑３月曜日休み。
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